
(57)【要約】

【課題】光源を短くすることなく導光板を固定すること

により、導光板の周囲４方向から光を入射して光量を増

大する。

【解決手段】四つの側端面から入射される光が内部を伝

播しながら一方の広面から出射される導光板６と、導光

板６の各光入射面の近傍に、各光入射面に沿って配置さ

れた管状光源４と、バックライトユニット３を構成する

各光学部材を収容するシャーシ８とを備えた液晶表示装

置１において、シャーシ８の底面に導光板６のサイズに

応じた窪み部１１を設け、その窪み部１１内に導光板６

の下側一部を配置する。導光板６の側端面下部にシャー

シ８の窪み部１１の側面が接して導光板６の縦横方向を

固定することができるので、従来のように蛍光ランプを

短くして導光板６を縦横方向に固定するための柱状固定

部材を設ける必要がない。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
四 つ の 側 端 面 か ら 入 射 す る 光 源 光 が 内 部 を 伝 播 し な が ら 一 方 の 広 面 か ら 出 射 す る 導 光 板 と
、
該 導 光 板 の 四 つ の 各 側 端 面 に 沿 っ て 配 置 さ れ 、 該 導 光 板 に 該 光 源 光 を 出 射 す る 線 状 光 源 と
、
該 導 光 板 お よ び 線 状 光 源 を 収 容 す る シ ャ ー シ と を 備 え 、
該 シ ャ ー シ は 、 底 面 に 該 導 光 板 の サ イ ズ に 応 じ た 窪 み 部 を 有 し て お り 、 該 導 光 板 の 光 出 射
面 側 と は 反 対 側 の 部 分 が 該 窪 み 部 内 に 入 り 込 ん で 固 定 さ れ る バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 線 状 光 源 は 、 ２ 本 の Ｌ 字 型 蛍 光 ラ ン プ が そ れ ぞ れ 、 導 光 板 の ２ 側 端 面 に わ た っ て そ れ
ぞ れ 配 置 さ れ て い る 請 求 項 １ 記 載 の バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 線 状 光 源 は 、 １ 本 の Ｕ 字 型 蛍 光 ラ ン プ が 導 光 板 の ３ 側 端 面 に わ た っ て 配 置 さ れ て い る
と 共 に 、 １ 本 の 直 管 型 蛍 光 ラ ン プ が 残 り の １ 側 端 面 に 沿 っ て 配 置 さ れ て い る 請 求 項 １ 記 載
の バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 線 状 光 源 は 、 １ 本 の ロ の 字 型 蛍 光 ラ ン プ が 導 光 板 の ４ 側 端 面 に わ た っ て 配 置 さ れ て い
る 請 求 項 １ 記 載 の バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 線 状 光 源 は 、 ４ 本 の 直 管 型 蛍 光 ラ ン プ が そ れ ぞ れ 、 導 光 板 の 各 側 端 面 に そ れ ぞ れ 沿 っ
て 配 置 さ れ て い る 請 求 項 １ 記 載 の バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 １ ～ ５ の 何 れ か に 記 載 の バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト が 液 晶 パ ネ ル の 背 面 側 に 配 置 さ れ 、
該 バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト か ら の 出 射 光 が 液 晶 表 示 用 と し て 液 晶 パ ネ ル に 照 射 さ れ る 液 晶 表
示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 液 晶 パ ネ ル な ど の 表 示 素 子 の 直 下 に 配 置 さ れ て 照 明 を 行 う バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ
ト お よ び こ れ を 用 い た 液 晶 表 示 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 液 晶 パ ネ ル は 、 一 対 の 基 板 の 間 に 液 晶 が 充 填 さ れ て お り 、 一 方 の 基 板 上 に マ ト リ ク
ス 状 に 配 置 さ れ た 各 画 素 電 極 と 、 こ れ ら の 画 素 電 極 と 対 向 す る よ う に 他 方 の 基 板 上 に 設 け
ら れ た 対 向 電 極 と の 間 に 電 圧 を 印 加 す る こ と に よ っ て 、 両 電 極 間 に 挟 ま れ た 液 晶 の 配 向 状
態 が 変 化 し て そ の 画 素 部 分 の 光 透 過 率 が 変 化 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
液 晶 表 示 装 置 は 、 液 晶 パ ネ ル の 背 面 側 に 配 さ れ た バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト か ら 液 晶 パ ネ ル に
光 を 照 射 す る こ と に よ っ て 、 画 素 部 分 の 光 透 過 率 変 化 し た 液 晶 パ ネ ル を 通 し て 画 像 が 形 成
さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ の バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト と し て は 、 一 般 に 、 導 光 板 を 用 い た エ ッ ジ ラ イ ト 方 式 の バ ッ ク
ラ イ ト ユ ニ ッ ト が 用 い ら れ て い る 。 こ の エ ッ ジ ラ イ ト 方 式 の バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト は 、 液
晶 パ ネ ル に 対 向 す る よ う に 液 晶 パ ネ ル の 背 面 側 に 導 光 板 が 配 設 さ れ て お り 、 こ の 導 光 板 の
側 面 （ エ ッ ジ ） 側 に 配 置 さ れ た 蛍 光 管 な ど の 線 状 光 源 か ら 出 射 さ れ る 光 を 導 光 板 に よ っ て
液 晶 パ ネ ル 一 面 に 導 い て 液 晶 パ ネ ル を 照 明 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
図 ３ は 、 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 の 概 略 要 部 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
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図 ３ に お い て 、 こ の 液 晶 表 示 装 置 １ ０ １ は 、 液 晶 パ ネ ル １ ０ ２ と 、 こ の 液 晶 パ ネ ル １ ０ ２
の 背 面 側 に 配 置 さ れ た バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト １ ０ ３ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト １ ０ ３ は 、 光 源 １ ０ ４ 、 リ フ レ ク タ １ ０ ５ 、 導 光 板 １ ０ ６ 、 反 射 シ
ー ト １ ０ ７ 、 シ ャ ー シ １ ０ ８ お よ び 光 学 シ ー ト １ ０ ９ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
光 源 １ ０ ４ は 、 線 状 光 源 と し て 柱 状 の 蛍 光 ラ ン プ （ ま た は 発 光 ダ イ オ ー ド ） な ど か ら な っ
て お り 、 そ れ ぞ れ 、 導 光 板 １ ０ ６ の 側 端 面 に 沿 う よ う に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
リ フ レ ク タ １ ０ ５ は 、 導 光 板 １ ０ ６ の 側 端 面 側 が 開 放 し た 断 面 コ 字 形 状 で あ り 、 光 源 １ ０
４ の 周 囲 を 取 り 囲 む よ う に 、 導 光 板 １ ０ ６ の 側 端 面 に 沿 っ て 配 置 さ れ て お り 、 光 源 １ ０ ４
か ら の 光 は 、 リ フ レ ク タ １ ０ ５ に よ っ て 反 射 さ れ て 導 光 板 １ ０ ６ の 側 端 面 側 に 導 か れ る よ
う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
導 光 板 １ ０ ６ は 、 光 源 １ ０ ４ お よ び リ フ レ ク タ １ ０ ５ か ら の 光 が 側 端 面 か ら 入 射 さ れ て 内
部 を 伝 播 し 、 液 晶 パ ネ ル １ ０ ２ 側 に 面 光 源 と し て 光 出 射 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
反 射 シ ー ト １ ０ ７ は 、 導 光 板 １ ０ ６ の 背 面 側 に 配 置 さ れ て お り 、 導 光 板 １ ０ ６ か ら の 背 面
側 へ の 出 射 光 を 反 射 さ せ て 導 光 板 １ ０ ６ 内 部 に 戻 し て 液 晶 パ ネ ル １ ０ ２ に 導 く よ う に し て
い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
シ ャ ー シ １ ０ ８ は 、 凹 状 で あ り 、 内 部 に 光 源 １ ０ ４ 、 リ フ レ ク タ １ ０ ５ 、 導 光 板 １ ０ ６ お
よ び 反 射 シ ー ト １ ０ ７ な ど が 収 容 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
光 学 シ ー ト １ ０ ９ は 、 導 光 板 １ ０ ６ の 前 面 側 に 配 置 さ れ 、 導 光 板 １ ０ ６ か ら 液 晶 パ ネ ル １
０ ２ 側 に 出 射 さ れ た 光 が 均 一 に 液 晶 パ ネ ル １ ０ ２ に 照 射 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
こ の よ う な 液 晶 表 示 装 置 １ ０ １ に お い て 、 光 源 か ら 導 光 板 １ ０ ６ に 入 射 さ れ る 光 量 を 増 大
さ せ る た め に 、 従 来 、 導 光 板 １ ０ ６ の 周 囲 ４ 方 向 （ 全 方 向 ） に 光 源 を 配 置 し て 、 導 光 板 １
０ ６ に 光 を 入 射 す る よ う に し た バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 特 許 文 献 １
参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 ４ は 、 図 ３ の バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト １ ０ ３ の 構 成 を 光 出 射 面 側 か ら 見 た 平 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 ４ に お い て 、 バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト １ ０ ３ は 、 ２ 本 の Ｌ 字 型 蛍 光 ラ ン プ が 、 そ れ ぞ れ 、
四 角 形 状 の 導 光 板 １ ０ ６ の 各 ２ 側 端 面 に わ た っ て 設 け ら れ て お り 、 そ の 周 囲 を 取 り 囲 む よ
う に 各 リ フ レ ク タ １ ０ ５ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
こ の 構 成 に よ れ ば 、 導 光 板 １ ０ ６ の 周 囲 ４ 方 向 か ら 光 が 入 射 す る た め 、 導 光 板 １ ０ ６ の 両
側 端 面 に そ れ ぞ れ 直 管 型 蛍 光 ラ ン プ を 配 置 し た 構 成 に 比 べ て 、 導 光 板 １ ０ ６ に 入 射 さ れ る
光 量 を 大 幅 に 増 大 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ４ － ３ ２ ９ ５ ２ ０ 号 公 報 （ 第 １ 図 ）
【 ０ ０ １ ９ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 上 記 従 来 の バ ッ ク ラ イ ト １ ０ ３ で は 、 導 光 板 １ ０ ６ の 周 囲 ４ 方 向 か ら 光 を
入 射 さ せ る た め に 、 ２ 本 の Ｌ 字 型 蛍 光 ラ ン プ が 、 そ れ ぞ れ 、 導 光 板 １ ０ ６ の ２ 側 端 面 に わ
た っ て 設 け ら れ て い る 。 こ の た め 、 導 光 板 １ ０ ６ を シ ャ ー シ １ ０ ８ に 固 定 す る こ と が で き
な い 。 こ の た め 、 縦 ま た は 横 方 向 か ら 導 光 板 １ ０ ６ に 衝 撃 が 加 え ら れ る と 、 導 光 板 １ ０ ６
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が 直 接 、 光 源 １ ０ ４ で あ る 蛍 光 ラ ン プ な ど に 接 触 し て し ま う 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
こ れ を 防 ぐ た め に 、 バ ッ ク ラ イ ト １ ０ ３ で は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 Ｌ 字 型 蛍 光 ラ ン プ の 長
さ を 短 く し て 、 導 光 板 １ ０ ６ を 支 え る 柱 状 の 導 光 板 固 定 部 材 １ １ ０ が 、 対 角 線 状 の 二 つ の
角 部 分 に 設 け ら れ て い る 。 こ の た め 、 Ｌ 字 型 蛍 光 ラ ン プ か ら 導 光 板 １ ０ ６ に 入 射 さ れ る 光
量 が そ の 分 だ け 少 な く な り 、 バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト １ ０ ３ の 高 輝 度 化 が 妨 げ ら れ る と い う
問 題 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ま た 、 導 光 板 １ ０ ６ を 固 定 す る た め に 蛍 光 ラ ン プ を 短 く す る と 、 導 光 板 １ ０ ６ の 側 面 に お
い て 、 蛍 光 ラ ン プ が 設 け ら れ て い な い 部 分 か ら は 光 が 入 射 さ れ な い た め 、 液 晶 パ ネ ル １ ０
２ の 画 面 表 示 エ リ ア 隅 部 が 暗 く 表 示 さ れ て し ま う と い う 問 題 も あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
本 発 明 は 、 上 記 従 来 の 問 題 を 解 決 す る も の で 、 光 源 を 短 く す る こ と な く 導 光 板 を 固 定 す る
こ と に よ り 、 導 光 板 の 周 囲 ４ 方 向 か ら 光 を 入 射 し て 光 量 を 増 大 す る こ と が で き る 高 輝 度 の
バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト お よ び こ れ を 用 い た 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 の バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト は 、 四 つ の 側 端 面 か ら 入 射 す る 光 源 光 が 内 部 を 伝 播 し な が
ら 一 方 の 広 面 か ら 出 射 す る 導 光 板 と 、 こ の 導 光 板 の 四 つ の 各 側 端 面 に 沿 っ て 配 置 さ れ 、 導
光 板 に 光 源 光 を 出 射 す る 線 状 光 源 と 、 こ れ ら の 導 光 板 お よ び 線 状 光 源 を 収 容 す る シ ャ ー シ
と を 備 え 、 こ の シ ャ ー シ は 、 底 面 に 該 導 光 板 の サ イ ズ に 応 じ た 窪 み 部 を 有 し て お り 、 導 光
板 の 光 出 射 面 側 と は 反 対 側 の 部 分 が 窪 み 部 内 に 入 り 込 ん で 固 定 さ れ る よ う に な っ て お り 、
そ の こ と に よ り 上 記 目 的 が 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ま た 、 好 ま し く は 、 本 発 明 の バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト に お け る 線 状 光 源 は 、 ２ 本 の Ｌ 字 型 蛍
光 ラ ン プ が そ れ ぞ れ 、 導 光 板 の 各 ２ 側 端 面 に わ た っ て そ れ ぞ れ 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
さ ら に 、 好 ま し く は 、 本 発 明 の バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト に お け る 線 状 光 源 は 、 １ 本 の Ｕ 字 型
蛍 光 ラ ン プ が 導 光 板 の ３ 側 端 面 に わ た っ て 配 置 さ れ て い る と 共 に 、 １ 本 の 直 管 型 蛍 光 ラ ン
プ が 残 り の １ 側 端 面 に 沿 っ て 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
さ ら に 、 好 ま し く は 、 本 発 明 の バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト に お け る 線 状 光 源 は 、 １ 本 の ロ の 字
型 蛍 光 ラ ン プ が 導 光 板 の ４ 側 端 面 に わ た っ て 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
さ ら に 、 好 ま し く は 、 本 発 明 の バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト に お け る 線 状 光 源 は 、 ４ 本 の 直 管 型
蛍 光 ラ ン プ が そ れ ぞ れ 、 導 光 板 の 各 側 端 面 に そ れ ぞ れ 沿 っ て 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 請 求 項 １ ～ ５ の 何 れ か に 記 載 の バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト が 液 晶 パ
ネ ル の 背 面 側 に 配 置 さ れ 、 該 バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト か ら の 出 射 光 が 液 晶 表 示 用 と し て 液 晶
パ ネ ル に 照 射 さ れ る よ う に な っ て お り 、 そ の こ と に よ り 上 記 目 的 が 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
上 記 構 成 に よ り 、 以 下 、 本 発 明 の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
本 発 明 に お い て は 、 シ ャ ー シ の 底 面 に 導 光 板 の サ イ ズ に 応 じ た 窪 み 部 を 設 け て 、 そ の 窪 み
部 の 底 面 上 に 導 光 板 を 配 置 す る こ と に よ り 、 導 光 板 の 光 出 射 面 側 と は 反 対 側 の 一 部 分 が シ
ャ ー シ の 窪 み 部 に 入 り 込 ん で 固 定 さ れ る 。 導 光 板 の 側 面 下 部 に シ ャ ー シ の 窪 み 部 側 面 が 接
し て 導 光 板 の 縦 横 方 向 を 固 定 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 従 来 の よ う に 蛍 光 ラ ン プ を 短
く し て 導 光 板 を 縦 横 方 向 に 固 定 す る た め の 柱 状 の 導 光 板 固 定 部 材 を 角 部 分 に 設 け る 必 要 が
な い 。 こ れ に よ っ て 、 蛍 光 ラ ン プ を 長 く し て 光 源 か ら の 光 量 を 増 大 す る こ と が で き 、 高 輝
度 の 面 光 源 を 得 る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ３ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 に 、 本 発 明 の バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト を 用 い た 液 晶 表 示 装 置 の 実 施 形 態 に つ い て 、 図 面
を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 で あ る 液 晶 表 示 装 置 の 概 略 要 部 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ り 、 図
２ は 図 １ の バ ッ ク ラ イ ト の 要 部 構 成 を 光 出 射 面 側 か ら 見 た 平 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
図 １ お よ び 図 ２ に お い て 、 液 晶 表 示 装 置 １ は 、 液 晶 パ ネ ル ２ と 、 こ の 液 晶 パ ネ ル ２ の 背 面
側 に 配 置 さ れ た バ ッ ク ラ イ ト ３ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
液 晶 パ ネ ル ２ は 、 一 対 の 基 板 の 間 に 液 晶 が 充 填 さ れ て お り 、 一 方 の 基 板 上 に マ ト リ ク ス 状
に 配 置 さ れ た 画 素 電 極 と 、 こ の 画 素 電 極 と 対 向 す る よ う に 他 方 の 基 板 上 に 設 け ら れ た 対 向
電 極 と の 間 に 電 圧 を 印 加 す る こ と に よ っ て 、 両 電 極 間 に 挟 ま れ た 液 晶 の 配 向 状 態 が 変 化 さ
せ て そ の 画 素 部 分 の 光 透 過 率 が 変 化 さ せ る 。 こ の 液 晶 パ ネ ル ２ に 、 液 晶 パ ネ ル ２ の 背 面 側
に 配 さ れ た バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト ３ か ら 光 を 照 射 す る こ と に よ っ て 画 像 が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト ３ は 、 光 源 光 を 発 生 さ せ る 光 源 ４ 、 光 源 光 反 射 用 の リ フ レ ク タ ５ 、
面 光 源 を 得 る た め の 導 光 板 ６ 、 導 光 板 ６ か ら の 光 の 漏 れ を 反 射 さ せ る 反 射 シ ー ト ７ 、 シ ャ
ー シ ８ お よ び 光 学 シ ー ト ９ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
光 源 ４ は 、 線 状 光 源 と し て の 柱 状 の 蛍 光 ラ ン プ （ ま た は 発 光 ダ イ オ ー ド ） が 折 り 曲 げ ら れ
た 形 状 の Ｌ 字 型 蛍 光 ラ ン プ が ２ 本 、 そ れ ぞ れ 、 導 光 板 ６ の 側 端 面 に 沿 う よ う に 、 ２ 側 端 面
に わ た っ て そ れ ぞ れ 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
リ フ レ ク タ ５ は 、 導 光 板 ６ の 側 端 面 側 が 開 放 し た 断 面 形 状 が コ 字 形 状 で あ り 、 光 源 ４ の 周
囲 を 取 り 囲 む よ う に 、 導 光 板 ６ の 側 端 面 に 沿 っ て 配 置 さ れ て お り 、 光 源 ４ か ら の 光 は 、 リ
フ レ ク タ ５ に よ っ て 反 射 さ れ て 導 光 板 ６ の 側 端 面 に 導 か れ る よ う に な っ て い る 。 リ フ レ ク
タ ５ も 、 光 源 ４ と 同 様 に 、 平 面 視 Ｌ 字 型 に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
本 実 施 形 態 で は 、 リ フ レ ク タ ５ と し て 、 厚 み ０ ． ２ ｍ ｍ の Ｓ Ｕ Ｓ ４ ３ ０ （ ス テ ン レ ス 材 料
） を 用 い 、 導 光 板 ６ 側 の 表 面 （ 断 面 コ 字 形 状 の 内 面 ） 上 に 、 反 射 材 と し て 東 レ （ 株 ） 製 Ｅ
６ ０ Ｖ が 貼 り 付 け ら れ て い る も の を 使 用 す る 。 リ フ レ ク タ ５ の 材 料 と し て は 、 十 分 に 強 度
を 有 す る も の で あ れ ば い ず れ も 使 用 す る こ と が で き る 。 ま た 、 反 射 材 と し て は 可 視 域 の 波
長 光 に 対 し て 反 射 率 が 高 い も の を 用 い る こ と が 好 ま し く 、 金 属 リ フ レ ク タ の 内 部 を 鏡 面 加
工 し た も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
導 光 板 ６ は 、 光 源 ４ お よ び リ フ レ ク タ ５ か ら の 光 が 各 側 端 面 か ら 入 射 さ れ て 内 部 を 伝 播 し
、 液 晶 パ ネ ル ２ 側 の 広 面 （ 光 出 射 面 ） か ら 出 射 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
反 射 シ ー ト ７ は 、 導 光 板 ６ の 背 面 側 に 配 置 さ れ て お り 、 導 光 板 ６ の 背 面 側 か ら の 出 射 光 が
反 射 さ れ て 戻 さ れ 液 晶 パ ネ ル ２ に 導 か れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
シ ャ ー シ ８ は 、 白 色 樹 脂 か ら な り 、 図 １ に 示 す よ う に 、 ２ 段 階 の 凹 形 状 に な っ て お り 、 １
段 階 目 の 内 部 に 導 光 板 ６ お よ び 反 射 シ ー ト ７ が 収 容 さ れ 、 ２ 段 階 目 の 内 部 に 光 源 ４ お よ び
リ フ レ ク タ ５ が 導 光 板 ６ を 囲 う よ う に 収 容 さ れ て い る 。 つ ま り 、 シ ャ ー シ ８ の 底 面 に は 導
光 板 ６ の サ イ ズ に 応 じ た 深 い 方 の 凹 部 （ 窪 み 部 １ １ ； １ 段 階 目 の 内 部 ） が 設 け ら れ て お り
、 そ の 窪 み 部 １ １ 内 に 導 光 板 ６ の 光 出 射 面 と は 反 対 側 の 部 分 が 入 り 込 ん で 固 定 化 さ れ て い
る 。 ま た 、 シ ャ ー シ ８ の 浅 い 方 の 凹 部 （ 窪 み 部 １ １ の 周 囲 ； ２ 段 階 目 の 内 部 ） に は 光 源 ４
お よ び リ フ レ ク タ ５ が 配 置 さ れ 、 導 光 板 ６ と シ ャ ー シ ８ と に 挟 ま れ て 固 定 さ れ て い る 。 各
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リ フ レ ク タ ５ は そ れ ぞ れ 、 図 ２ に 示 す よ う に 平 面 視 形 状 が Ｌ 字 形 状 に な っ て お り 、 導 光 板
６ の 連 続 す る ２ 端 面 に 沿 っ て 、 導 光 板 ６ を 取 り 囲 む よ う に シ ャ ー シ ８ の 凹 部 内 に 配 置 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
本 実 施 形 態 で は 、 厚 み ５ ｍ ｍ の 導 光 板 ６ を 用 い て 、 シ ャ ー シ ８ の 底 面 に 、 導 光 板 ６ と 同 じ
サ イ ズ で １ ｍ ｍ の 深 さ の 窪 み 部 １ １ を 設 け て 、 そ の 窪 み 部 １ １ 内 に 導 光 板 ６ の 一 部 が 挿 入
さ れ た 状 態 で 配 置 さ れ る 。 こ れ に よ っ て 、 導 光 板 ６ の 側 端 面 の 厚 み ４ ｍ ｍ の 部 分 を 入 光 部
と し 、 こ の 入 光 部 か ら 蛍 光 ラ ン プ か ら の 光 源 光 が 入 射 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
シ ャ ー シ ８ の 前 面 側 に は 光 学 シ ー ト ９ が 配 置 さ れ て お り 、 導 光 板 ６ か ら 液 晶 パ ネ ル ２ 側 に
出 射 さ れ た 光 が 均 一 に 液 晶 パ ネ ル ２ に 照 射 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
こ の よ う に 構 成 さ れ た 本 実 施 形 態 の バ ッ ク ラ イ ト ３ で は 、 導 光 板 ６ の 周 囲 ４ 方 向 か ら 光 を
入 射 さ せ る た め に 、 ２ 本 の Ｌ 字 型 蛍 光 ラ ン プ が そ れ ぞ れ 、 導 光 板 ６ の ２ 側 端 面 に わ た っ て
設 け ら れ て い る が 、 導 光 板 ６ を シ ャ ー シ ８ の 窪 み 部 １ １ に 固 定 す る こ と が で き る 。 こ の た
め 、 縦 横 方 向 か ら 衝 撃 が 加 え ら れ て も 、 導 光 板 ６ が 直 接 、 光 源 ４ で あ る 蛍 光 ラ ン プ に 接 触
し て 蛍 光 ラ ン プ が 破 壊 さ れ る と い う よ う な 従 来 の 問 題 は 生 じ な い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
ま た 、 図 ４ に 示 す 従 来 の バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト １ ０ ３ の よ う に 、 Ｌ 字 型 蛍 光 ラ ン プ の 長 さ
を 短 く し て 、 導 光 板 １ ０ ６ を 支 え る 柱 状 の 導 光 板 固 定 部 材 １ １ ０ を 設 け る 必 要 は な く 、 バ
ッ ク ラ イ ト の 高 輝 度 化 を 図 る こ と が で き る 。 ま た 、 蛍 光 ラ ン プ を 短 く す る 必 要 が な い た め
、 液 晶 パ ネ ル ２ の 画 面 表 示 エ リ ア 隅 部 が 暗 く 表 示 さ れ る と い う 問 題 は 生 じ な い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
さ ら に 、 図 ４ に 示 す 従 来 の バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト １ ０ ３ の よ う に 、 蛍 光 ラ ン プ が 設 け ら れ
て い な い 箇 所 に 柱 状 の 導 光 板 固 定 部 材 １ １ ０ を 設 け て 導 光 板 １ ０ ６ を 固 定 す る 方 法 で は 、
一 部 の 柱 に 加 わ る 過 重 が 大 き く 、 大 き な 導 光 板 固 定 部 材 １ １ ０ が 必 要 で あ っ た の に 対 し て
、 本 実 施 形 態 の バ ッ ク ラ イ ト ３ で は 、 シ ャ ー シ ８ の 窪 み 部 １ １ の 側 面 全 体 で ４ 方 向 か ら 導
光 板 ６ を 押 さ え て 固 定 す る た め 、 導 光 板 ６ の 重 さ に よ る 圧 力 が 分 散 さ れ て 固 定 強 度 が 強 く
な る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
単 位 面 積 当 た り の 圧 力 は 、
圧 力 ＝ 過 重 （ ｇ ） ÷ 面 積 （ ｃ ｍ ２ ）
に よ っ て 計 算 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
例 え ば 、 １ ５ イ ン チ サ イ ズ （ ３ １ ０ ｍ ｍ × ２ １ ０ ｍ ｍ × ５ ｍ ｍ ） の ア ク リ ル 製 導 光 板 で は
、 ア ク リ ル の 比 重 が １ ． １ ９ で あ る の で 、 重 量 が 約 ３ ８ ７ ｇ と な る 。 本 実 施 形 態 の バ ッ ク
ラ イ ト ユ ニ ッ ト ３ で は 、 シ ャ ー シ ８ の 短 辺 側 に お け る 片 側 の 窪 み 部 １ １ で 導 光 板 ６ を 支 え
る 場 合 、 窪 み 部 １ １ の 深 さ が １ ｍ ｍ で あ る た め 、 単 位 面 積 当 た り の 圧 力 は 、
３ ８ ７ ÷ （ ２ １ ｃ ｍ × ０ ． １ ｃ ｍ ） ＝ １ ８ ４ ． ３ ｇ ／ ｃ ｍ ２

で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
こ れ に 対 し て 、 本 実 施 形 態 の よ う に シ ャ ー シ ８ の 底 面 に 窪 み 部 を 設 け ず に 、 図 ４ に 示 す よ
う に 導 光 板 固 定 部 材 １ １ ０ を 設 け て 導 光 板 １ ０ ６ を 支 え る 場 合 に は 、 導 光 板 １ ０ ６ の 光 入
射 面 積 を 本 実 施 形 態 と 同 じ に す る た め に 厚 み ４ ｍ ｍ の 導 光 板 を 用 い る と 、 ３ １ ０ ｍ ｍ × ２
１ ０ ｍ ｍ × ４ ｍ ｍ の 導 光 板 の 重 量 は 約 ３ １ ０ ｇ と な る 。 単 位 面 積 当 た り の 圧 力 を １ ８ ４ ．
２ ｇ ／ ｃ ｍ ２ と す る た め に は 、 ４ ２ ｍ ｍ × ４ ｍ ｍ の 導 光 板 固 定 部 材 １ １ ０ が 必 要 と な り 、
導 光 板 の 側 端 面 ４ ２ ｍ ｍ の 部 分 に は 蛍 光 ラ ン プ を 配 置 す る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
ま た 、 本 実 施 形 態 の バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト ３ で は 、 シ ャ ー シ ８ の 長 辺 側 に お け る 片 側 の 窪
み 部 １ １ で 導 光 板 ６ を 支 え る 場 合 、 単 位 面 積 当 た り の 圧 力 は 、
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３ ８ ７ ÷ （ ３ １ ｃ ｍ × ０ ． １ ｃ ｍ ） ＝ １ ２ ４ ． ８ ｇ ／ ｃ ｍ ２

で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
こ れ に 対 し て 、 図 ４ に 示 す よ う に 導 光 板 固 定 部 材 １ １ ０ を 設 け て 導 光 板 を 支 え る 場 合 に 、
単 位 面 積 当 た り の 圧 力 を １ ２ ４ ． ８ ｇ ／ ｃ ｍ ２ と す る た め に は 、 ６ ２ ｍ ｍ × ４ ｍ ｍ の 導 光
板 固 定 部 材 １ １ ０ が 必 要 と な り 、 導 光 板 の 側 面 ６ ２ ｍ ｍ の 部 分 に は 蛍 光 ラ ン プ を 配 置 す る
こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
以 上 の 結 果 か ら 、 導 光 板 ６ へ の 入 光 面 積 を 考 え る と 、 本 実 施 形 態 で は 、 光 源 ４ か ら の 光 が
入 射 さ れ る 導 光 板 ６ の 側 端 面 の 面 積 は 、
（ ３ １ ０ ｍ ｍ × ４ ｍ ｍ ） × ２ 辺 　 ＋ （ ２ １ ０ ｍ ｍ × ４ ｍ ｍ ） × ２ 辺 ＝ ４ １ ６ ０ （ ｍ ｍ ２ ）
と な る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
こ れ に 対 し て 、 図 ４ に 示 す よ う に 導 光 板 固 定 部 材 １ １ ０ を 設 け て 導 光 板 １ ０ ６ を 支 え る 場
合 に 、 光 源 １ ０ ４ か ら の 光 が 入 射 さ れ る 導 光 板 １ ０ ６ の 側 端 面 の 面 積 は 、
｛ （ ３ １ ０ － ６ ２ ） ｍ ｍ × ４ ｍ ｍ × ２ 辺 ｝ ＋ ｛ （ ２ １ ０ ‐ ４ ２ ） ｍ ｍ × ４ ｍ ｍ × ２ 辺 ｝ ＝
３ ３ ２ ８ （ ｍ ｍ ２ ）
と な る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
こ れ ら の 比 を 計 算 す る と 、
４ １ ６ ０ （ ｍ ｍ ２ ） ÷ ３ ３ ２ ８ （ ｍ ｍ ２ ） ＝ １ ． ２ ５ と な る 。 し た が っ て 、 本 実 施 形 態 に
よ れ ば 、 導 光 板 ６ の 側 端 面 の 入 光 面 積 を 従 来 の １ ． ２ ５ 倍 と す る こ と が で き 、 高 輝 度 の バ
ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト ３ を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
以 上 に よ り 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 四 つ の 側 端 面 か ら 入 射 さ れ る 光 が 内 部 を 伝 播 し な が ら
一 方 の 広 面 か ら 出 射 さ れ る 導 光 板 ６ と 、 導 光 板 ６ の 各 光 入 射 面 の 近 傍 に 、 各 光 入 射 面 に 沿
っ て 配 置 さ れ た 管 状 光 源 ４ と 、 バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト ３ を 構 成 す る 各 光 学 部 材 を 収 容 す る
シ ャ ー シ ８ と を 備 え た 液 晶 表 示 装 置 １ に お い て 、 シ ャ ー シ ８ の 底 面 に 導 光 板 ６ の サ イ ズ に
応 じ た 窪 み 部 １ １ を 設 け 、 そ の 窪 み 部 １ １ 内 に 導 光 板 ６ の 下 側 一 部 を 配 置 す る 。 導 光 板 ６
の 側 端 面 下 部 に シ ャ ー シ ８ の 窪 み 部 １ １ の 側 面 が 接 し て 導 光 板 ６ の 縦 横 方 向 を 固 定 す る こ
と が で き る の で 、 従 来 の よ う に 蛍 光 ラ ン プ を 短 く し て 導 光 板 ６ を 縦 横 方 向 に 固 定 す る た め
の 柱 状 固 定 部 材 を 設 け る 必 要 が な い 。 し た が っ て 、 従 来 の よ う に 光 源 を 短 く す る こ と な く
導 光 板 ６ を 固 定 す る こ と が で き て 、 導 光 板 ６ の 周 囲 ４ 方 向 全 体 か ら 光 を 入 射 し て 光 量 を 増
大 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
な お 、 上 記 し た 説 明 で は 、 ２ 本 の Ｌ 字 型 蛍 光 ラ ン プ を そ れ ぞ れ 、 導 光 板 ６ の ２ 側 端 面 に わ
た っ て そ れ ぞ れ 配 置 し た が 、 本 発 明 で は 、 導 光 板 ６ の 周 囲 ４ 方 向 か ら 光 を 入 射 す る た め に
、 １ 本 の Ｕ 字 型 蛍 光 ラ ン プ を 導 光 板 ６ の ３ 側 端 面 に わ た っ て 配 置 す る と 共 に 、 １ 本 の 直 管
型 蛍 光 ラ ン プ を 残 り の １ 側 端 面 に 配 置 す る 構 成 、 １ 本 の ロ 字 型 蛍 光 ラ ン プ を 導 光 板 の ４ 側
端 面 に わ た っ て 囲 む よ う に 配 置 す る 構 成 、 ４ 本 の 直 管 型 蛍 光 ラ ン プ を そ れ ぞ れ 、 導 光 板 ６
の 側 端 面 に そ れ ぞ れ 配 置 す る 構 成 な ど に つ い て も 、 本 発 明 は 適 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 に よ り 、 本 発 明 に よ れ ば 、 シ ャ ー シ の 底 面 に 導 光 板 の サ イ ズ に 応 じ た 窪 み 部 を 設 け る
こ と に よ り 、 導 光 板 の 光 出 射 面 側 と は 反 対 側 部 分 が シ ャ ー シ の 窪 み 部 に 入 り 込 ん で 固 定 さ
れ 、 導 光 板 の 縦 横 方 向 を 固 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
管 状 光 源 が 設 け ら れ て い な い 箇 所 に 柱 状 の 導 光 板 固 定 部 材 を 設 け て 導 光 板 を 固 定 す る 従 来
の バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト で は 、 柱 状 の 導 光 板 固 定 部 材 に 加 わ る 荷 重 が 大 き く 、 大 き な 導 光
板 固 定 部 材 が 必 要 と さ れ る の に 対 し て 、 本 発 明 で は 、 シ ャ ー シ の 窪 み 部 の 側 面 全 体 で ４ 方
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向 か ら 導 光 板 を 押 さ え て 固 定 す る た め 、 導 光 板 の 重 さ に よ る 圧 力 が 分 散 さ れ て 固 定 強 度 が
強 く な る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
ま た 、 本 発 明 に よ れ ば 、 従 来 の バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト の よ う に 、 蛍 光 ラ ン プ な ど の 線 状 光
源 の 長 さ を 短 く し て 導 光 板 を 支 え る 柱 状 の 導 光 板 固 定 部 材 を 設 け る 必 要 が な い た め 、 導 光
板 の 側 端 面 の 光 入 射 面 積 を 大 き く す る こ と が で き て 、 バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト の 高 輝 度 化 を
図 る こ と が で き る 。 ま た 、 蛍 光 ラ ン プ な ど の 線 状 光 源 の 長 さ を 短 く す る 必 要 が な い た め 、
液 晶 パ ネ ル の 画 面 表 示 エ リ ア 隅 部 が 暗 く 表 示 さ れ る と い う 従 来 の 問 題 も 発 生 せ ず 、 高 品 位
の 表 示 を 得 る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 で あ る 液 晶 表 示 装 置 の 概 略 要 部 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト の 要 部 構 成 を 光 出 射 側 か ら 見 た 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 の 概 略 要 部 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 の バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト の 要 部 構 成 を 光 出 射 側 か ら 見 た 平 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 液 晶 表 示 装 置
２ 　 　 　 液 晶 パ ネ ル
３ 　 　 バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト
４ 　 　 管 状 光 源 （ 蛍 光 ラ ン プ ）
５ 　 　 リ フ レ ク タ
６ 　 　 導 光 板
８ 　 　 　 シ ャ ー シ
１ １ 　 　 　 シ ャ ー シ 底 面 の 窪 み 部
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摘要(译)

由没有光源固定导光板A被缩短，从围绕导光板四个方向增加光入射的光
的量。 导光板（6）沿光入射面设置在导光板（6）的每个光入射表面附
近和布置成管状光源4，在液晶显示装置1具有底板8，用于容纳相应的光
学部件构成对应于光导板6的尺寸与底盘8的底部的背光单元3中，凹部11
并且导光板6的下侧的一部分布置在凹陷部分11中。由于在下部的光导板
6的侧端面与底座8的凹部11的侧面接触可被固定在导光板6的垂直和水平
方向，荧光灯缩短光导板6在垂直和水平方向上与现有技术中不需要提供
用于固定的柱状固定构件。 点域1
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